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研究成果の概要（和文）：今回の研究は、増加する心房細動アブレーションに対し、治療成績、予後改善を目的
とした術後のトレーニング介入研究である。新型コロナウィルス感染症の影響により、術後個別トレーニングが
出来ない状況が継続したため、目標症例数には至っていないため解析などはできていない状況ではある。但し、
いくつかの指標は低下傾向にあり、本研究によりその有効性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this present study is to evaluate the effects of exercise 
intervention  on cardiac function, evaluation of heart failure and recurrence rate in patients with 
atrial fibrillation who had catheter ablation.　Due to the influence of the covid-19 infection, the 
situation where individual postoperative training was not possible continued, and the target number 
of cases has not been reached, but indicators such as heart failure tend to decrease. This study 
suggests its effectiveness of exercise intervention. 

研究分野：不整脈
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研究成果の学術的意義や社会的意義
心房細動カーテルアブレーション術後の運動療法による介入がその再発予防や心臓の負荷の軽減にどのような影
響を及ぼすかはわかっていない。今回の研究成果として、まだ研究の中間ではあるものの心不全改善等が示唆さ
れた。今後、研究を継続し、解析結果が待たれるものの、今回の研究により術後の生活の指導やリハビリテーシ
ョンは重要な意味を持つことが考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

現在、脳血管疾患は日本人の死亡原因の第 3 位であり、その中で脳梗塞は生活習慣の変化とと
もに増加傾向にある。脳梗塞の原因の第 1 位は心原性脳梗塞であり、 その要因としては心房細
動が挙げられる。昨今の不整脈診療は従来の薬物療法に加えカテーテルアブレーション治療に
よる根治術、特に心房細動に対する治療は 高齢化、高血圧、糖尿病などの生活習慣病増加に伴
う罹患人口の増加やカテーテルなどの治療機器および周辺機器含めたデバイスの革新、改良に
伴い簡便化し、 全国的な治療件数は増加の一途を辿っている。 

一方、心房細動アブレーション後に再発が一定数存在しているのも事実である。これに対する取
り組みとして手技 自体の大規模な臨床研究が複数実施されているが統一した見解は得られてい
ない。 そこには心房細動の発症要因が一元的に説明できない点が関与している。具体的には背
景要因として既知の高血圧、糖尿病、年齢などがわかっているが、こういった要因に対する積極
的なリスク因子介入は、心房細動アブレーションの長期成績を改善し、不整脈基質を改善する効
果は既に報告があが、未だに有効なエビデンスの報告は少なく、不明な点も多い。 

 

 

 

 

２．研究の目的 

 

心臓リハビリテーションは日本循環器学会のガイドライン上も交感神経僅少の低下、副交感神
経緊張亢進、圧受容体感受性の改善があげられ、これらは不整脈トリガー、基質の両 面への効
果が期待できる。このことを応用し、アブレーション治療後の心臓リハビリテーション介入効果
を探索的に検証することが本研究の目的である 

アブレーション術後トレーニングを実施することにより心房細動の再発予防、および新たな心
臓リハビリテーションのエビデンス構築の一助となると考えられる 

 

 

 

 

３．研究の方法 

 
カテーテルアブレーション術後に入院中もしくは外来で、同意取得できた患者に対して，トレー
ニングを実地する （一般的な心臓リハビリの中の運動処方に含まれる形で 実施する） 1 回の
所要時間は 30-40 分程度である 
 
 対象: 心房細動に対しカテーテルアブレーションを実施した患者  
 
除外基準： 心臓リハビリテーションの実施基準に準ずる ①重篤な心不全 ・不整脈・呼吸不全・
代謝疾患を合併する患者 ②重篤・未治療・治療不十分な基礎疾患のある患者 ③未成年者、判断
能力のない成人 ④本研究への参加について拒否した患者 ⑤その他、研究責任者及び担当者が
研究対象者として不適当と判断した者 
 
 
介入方法：アブレーション後 1 ヶ月以内にトレーニングを開始し 3 ヶ月間実施する 6 ヶ月後、
1 年後の心房細動の有無含めた評価をヒストリカルデータと比較する。  
 
主要評価項目 安全性の確認（有害事象発生の有無）、6 ヶ月後、1 年後の心房細動再発の有無 副
次評価項目 6 ヶ月、1 年後の左室収縮能、左房径、左室拡張能、BNP、右心機能、他 
 
 
 
 
４．研究成果 
 
 
研究の中途に COVID－19 感染症の影響があり、入院抑制によりアブレーション件数が減ったこ
と、リハビリトレーニング室の特性上、密になることが避けられず、当院では重症心不全患者の
心臓リハビリも多数実施している環境のため、病院内でのトレーニングが不可となった。 



現時点で目標症例数に至っておらず未解析ではあるが実施後患者の BNP 等いくつかの指標で低
下傾向を認めており、術後の積極的なトレーニング介入についての有効性が示唆された。 
今後、現在の状況が改善され、トレーニングを再開し、予定症例数まで継続した後に学会発表、
論文化を目指している。一方で並行して実施した呼吸機能に関する探索研究に関してはアブレ
ーション実施前より改善しているケースも散見されこちらは現在論文投稿中である。 
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